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55年度廃液処理状況について
　　無機廃液部門
　無機廃液部門の自営化後2年が経過し，技術指導員によって保管・搬入された廃液を，施設職員
が処理・分析するという体制が軌道に乗りつつある。しかしながら，この体制では，技術指導員・
利用者は直接処理に関与せず，廃液の履歴カードのみを情報源として廃液の移液を行うと，他の廃
液との混合によって有害ガス発生・発熱・固型物混入などのトラブルが発生し，特に有害ガス発生
という事態は処理中の施設職員に危険が及ぶことでもあり，本部門の今後の検討課題となっている。
将来は，有機廃液部門と同様に搬入者が処理も行うのが望ましく，この点も検討課題と考えられる。
　昭和55年度において技術指導員により搬入された無機廃液は，6853　e（一般重金属廃液5428　e，
水銀廃液1154　e，シアン廃液271e）であった。これに対し，本施設職員により処理された無機
廃液は5835e（一般重金属廃液5215e，水銀廃液620　e）であり，一コ重金属廃液120　e（セレ
ン含有），水銀廃液627e（ヘマトキシリン含有），シアン廃液4416　（54年度繰越分170　eを
含む）を処理困難などの理由によりやむをえず昭和56年度に繰り越した。
　無機廃液の部局別発生量，集荷毎部局別持込量，分析結果一覧表，及び無機廃液処理に伴うスラ
ッジ発生量は表1～4及び図1に示すとおりである。
　参考のため，主要7学部の無機廃液年間発生量の推移を図2に示す。
表1　無機廃液年間発生量（昭和55年度部局別）
　　部局
﨑ﾊ 教育 理 医
??? ?
薬 工 農 教養 農研 温研 環境 津山p 計 （参考）T4年度
一般重金属
p　　　液 80 3131030 0
0 1351548380760109 0 340 7405，4353700
水銀廃液 10 12 465 20 0 7 100 60480 0 0 b 0 11541191
シアン廃液 0 3 127 0 0 0 74 60 0 0 0 0 0 264 116
計 90 328162220 0 142 1722500 12401 9・ 0 34074068535007
（単位：の
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　　　表2．無機廃液集荷毎部局別持込量（昭和55年度）
昭和55年6月集荷分
　　　部局
﨑ﾊ 教育 理 医
???
歯 薬 工 農 教養 農砺 温研 環境 津山p 計
一般重金属
p　　　液 60 165495 0 0 100 710300260 20 0・ 2407403090
水銀廃液 0 12 320 20 Q 0 20 40 0 0 0 0 0 412
シアン廃液 0 3 60 0 0 0 0 60 0 0 0 0 0 123
? 60 180875 20 0 100 730400260 20 0 2407403625
　注）津山高専の一般重金属廃液は10月31日・11月4日に搬入
昭和55年12月集荷分
（単位＝4）
　　　部局
﨑ﾊ 教育 理 医
???
歯 薬 工 農 教養 農研 温研 環境 津山p 計
一般重金属
p　　　液 20 108535 0
0 35 550 80 0 82 0 0 0 1410
水銀廃液 10 0 145 0 0 7 80 20 480 0 0 0 0 742
シアン廃液 0 0 67 0 0 0 56 0 0 7 0 0 0 130
計 30 108747 0 0 42 686 100 480 89 0 0 0 2282
（単位：4）
昭和56年2月集荷分
　　　部局
﨑ﾊ 教育 理 医
???
歯 薬 工 農 教養 農研 温研 環境 津山p 計
一般重金属
p　　　液 0 40 0 0 0 0 288 0 500 0 0 100 0 928
水銀廃液 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
シアン廃液 0 0 0 0 0 0 18 0 0 0 0 0 0 18
計 0 40 0 0 0 0 306 0 500 0 0 100 0 946
（単位＝4）
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表3．無機廃液年間処理量（昭和55年度）
廃　液　種　別 処　理　期　間 処　理　量 処理水水質 スラッジｭ生量
スラッジﾜ水率
一般重金属廃液 55．7．31～55．8．127004合　格 150々g2・6．5％
〃 55．8。13～55．9，2700 〃 157 30
〃 55．9。3～55．9．19700 〃 143 32
水　銀　廃　液 56．1．12～56．1．20620 〃 140．5 39．5
一般重金属廃液 56．1．21～56，1．28790 〃 159 39
〃 56．1．29～56．2．12790 〃 144 50
〃 56．2．21～56．3．6765 〃 154 58
〃 56．3．9～56．3．16770 〃 191 46
計 58354一 1238．5々g ｝
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図2　主要7学部の無機廃液年間発生量の推移
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表4　無機廃液分析結果一覧表（昭和55年度）
カドミウム シアン 有機リン 鉛 六　価Nロム ヒ　素 総水銀
アルキル
?@銀PCB　　　　分析項目
﨑ﾊ・量
Cd
i卿／e）
　CN一
ing／L）
Org－P
i吻／z）
　Pb
i吻／L）
Cr〔m
inz？／L）
　As
i吻／L）
Total
ｫ拐議 （insi／　L）
一般重金属
p　　　液
@700，6
i55．8）
原廃液 17．9 42不検出 43 271．85 2．3 不検出 不検出
処理水 0．07 0．99不検出 0．21 0．01 0．140．0039不検出
@　「
不検出
一般重金属
p　　　液@700Z
i55．8）
原廃液 17．9 4．2 不検出 43 271．85 2．3 不検出 不検出
処理水 0．08 090不検出 0ユ9 0．07 不検出 不検出 不検出 不検出
一般重金属
p　　　液
@700，己
i55．9）
原廃液 17．9 4．2 不検出 43 27 t85 2．3 不検出 不検出
処理水 0．06 0．45不検出 0．19不検出 0．020．0039不検出 不検出
原廃液 5．5 54不検出 56 α25不検出 210不検出 不検出
水銀廃液@620Z
i56，1）処理水 0，025 032不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出
一般重金属、
p　　　液@790Z
i56．1）
原廃液 16 26．5不検出 18．7 1．3 5．3 20不検出 不検出
処理水 0．05 0．24不検出 不検出 不検出 不検出 0．0004不検出 不検出
一般重金属
p　　　液@790Z
i56．2）
原廃液 16 26．5不検出 18．7 1．3 53 20不検出 不検出
処理水 0．06 0．26不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出
一般重金属
p　　　液@765Z
i56．2）
原廃液 44．5 13．7不検出 11．4 1．56 2．1 44不検出 不検出
処理水 0．06 0．36不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出
「般重金属
p　　　液
@770乙i56．3）
原廃液 44．5 13．7不検出 11．4 1．56 2．1 4．4 不検出 不検出
処理水 αP8 0．26不検出 不検出 不検出 不検出 0．0033不検出 不検出
排　　水　基　準 α1 1 1 4 0．5 0．5 0，005不検出 0，003
注）　本施設において， 「環境庁長官が定める排水基準に係る検定方法」（昭和49年9月30日環境庁
　　　　　　　一15一
水素イオ
灯Z度
化学的酸
f要求量浮遊物質
ヘキサン
鰹o物質
フェノール
@類 銅 亜　鉛 鉄 マンガン 総クロム フッ素?↓?（ COD
ｫ／z）
　SS
ｫ／z＞（吻／L） （ng／　1）
　Cu
P（mg／L）
　Zn
i㎎／z）
　Fe
r／z）
?（????Total
@－Cri㎎／z）
　F一
i㎎／z）
α7 13001，300 30 0．35 180 1002，300 3602，800 1．6
7．0 18．2 31 62 0ユ7 不検出 不検出 22 1．9 0．18 不検出
0．7 1，3001β00 30 0．35 180 100a3003602，800 1．6
7．5 32 28 8．5 0．15 不検出 不検出 2．3 0．2 0．21 不検出
α7 1，3001β00 30 0．35 180 100
??，
3602β00 1．6
8．0 13．4 10．7 15．50．17 不検出 不検出 1．71 不検出 0．18不検出
0．9 1，670890 14 0．8 440860 560210440不検出
＆0 43 19．0 4．9 0．13 0．07不検出 0．10 0．11 不検出 不検出
α1 3，070 2，08071 0．16 8001，8401β50 2401，110不検出
7．9 28 31 6．3 0．06 0．12不検出 0．17不検出 不検出 不検出
α1 3，070 2，08071 0．16 8001，840
??，
2401，1工0不検出
8．2 120 29 6．1 0．09 α20不検出 0135 4．5 不検出 不検出
0．6 1，150 770 24 1．3 1，3101，430660 工70 670不検出
7．0 29 22 23 0．10 0．30 0．79 0．21 2．5 不検出 不検出
0．6 1，150 770 24 1．3 1，3101，430660170 昌70 不検出
7．8 120 1431．2 0．06 0．49 0．73 0．21 2．8 不検出 不検出
5．8～8．6 160 200鉱物油5浴E・ 5 3 5 10 10 2 15
告示第64号）に基づき分析。
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　　有機廃液部門　1
　有機廃液部門は技術指導員制度による本格運転開始後3年を経過し，順調に処理が行われてきて
いる。しかしながら最近，処理装置・モニタリング装置に腐蝕などによる欠陥箇所が散見されるよ
うになり，本施設では春・秋の連続運転の前に補修工事を施して万全を期しているが，ここ数年の
うちに抜本的な改修工事が必要となりそうな状勢にある。
　昭和55年度は春期（5～6月）及び秋期（10～12月）に集中的に処理を行った。処理した有機
廃液は可燃性廃液5140e，難燃性廃液2030　eの計7170eであり，年間実動日数は約50日であっ
た。
　処理結果の内訳は表5・6及び図3に示すとおりである。なお，春・秋期の有機廃液処理に伴っ
て排出される洗煙廃水を中和後分析したところ，表7に示すように水質上の問題は認められないこ
とがわかった。
　参考のたあ，主要7学部の有機廃液年間発生量の推移を図4に示す。
表5　有機廃液年間処理量（昭和55年度部局別）
　　　部局
﨑ﾊ 教育 理 医
??? ?
薬 工
? 教養 農研 温研 環境 津山p 計 （参考）T4年度
可燃性廃液 7302201030 0 0 13701130 5000 100 0 60 0 51406480
難燃性廃液 70 0 1380 0 0 50 470 0 0 50 0 10 0 20302850
計 800 2202410 0 0 1420 16005 0 0 150 0 70 0 7170 9330
（単位：4）
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　　　　　表6，有機廃液処理期毎部局別処理量（昭和55年度）
昭和55年春期分
　　　部局
﨑ﾊ 教育 理 医
???
歯
?
工 農 教養 農研 温研 環境 津山p 計
可燃性廃液 640120690 0 0 520490 3600 20 0 30 0 2870
難燃性廃液 70 0 310 0 0 30 420 0 0 10 0 10 0 850
計 7101201000 0 0 550 910 360 0 30 0 40 0 3720
（単位　4）
昭和55年秋期分
　　　部局
﨑ﾊ 教育 理 医．
???
歯 薬 工 農 教養 農研 温研 環境 津山p 計
可燃性廃液 90 100 340 0 850 640 1400 80 0 30 0 2270
難燃性廃液 0 0 1070 0 0 20 50 0 0 40 0 0 0 1180
計 90 100ユ410 0 0 870690 140 0 120 0 30 0 3450
（単位：4）
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図4．主要7学部の有機廃液年間発生量の推移
表7．洗芋廃水分析結果一覧表
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　析
@項目
O三p水
カドミ
E　ム シアン
有　機リ　ン
鉛
六　価クロム ヒ　素 総水銀 アルキ巨? PCB穿騒
　Cd
i㎎／4
CN一
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Org－P
i㎎／4
　Pb
i囎／4
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i㎎／4
　As
i㎎／の
T・t噛（㎎／4 Alk痛9（㎎／の
（㎎／4
　pH
i一　）
春　期W0004不検出 0．29 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 6．8
秋　期W00040．02 0．22 不検出 不検出 0．01 0．11不検出 不検出 不検出 ＆5
排　水
﨟@準 0．1
1 1 1 0．5 0．5 ODO5不検出 0，0035．8～8．6
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@項目
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イ　　・
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，春　期80004
13．5 1．9 0．9 0．17不検出 0．07 0．35不検出 不検出 不検出
秋　期W000441 3．5 2．1 α2 0．26不検出 1．03不検出 α18 不検出
排　水
﨟@準 160 200
ム物油5
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回目　本施設において，「環境庁長官が定める排水基準に係る検定方法」
　　環境庁告示第64号）に基づき分析。
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（昭和49年9月30日
